












　現在、平成 29 年からの 5 年間の第 2 期スポーツ基本計画が
検討されており、第 1 期計画における諸施策の達成状況・評
価が行われている。その中で、ライフステージに応じたスポー
ツ活動の推進についても検討されている。平成 27 年 6 月実施
の世論調査によると、成人の週 1 回以上のスポーツ実施率は
40.4％、週 3 回以上の実施率は 19.1％となっており、これまで
スポーツに関わってこなかった人がスポーツに親しむ環境づ









概算医療費においては平成 27 年度に 41.5 兆円となり、前年度
比で 3.8％の伸びを示している 4。また 1 人あたりの医療費の















労働生産額は 2005 年において約 9200 億円とも言われている
















Influence of subjective evaluation on self-physical fitness and self-health upon motive 




　The purpose of this study is to understand influence of evaluation of self-physical fitness and health upon motive for regular sport 
participation of university students. Some characteristics were identified form factor analysis. One is that, influence of subjective 
evaluation on self-physical fitness and health depend on frequency of sport participation per week. Subjective evaluation on self-
physical fitness influences motive for sports participation once a week. As the evaluation on self-physical fitness increases, students 
participate regularly in sports once a week. And Subjective evaluation on self- health has positive influence upon motive for sports 
participation 3times a week. As evaluation on self-health increases, students participate regularly in sports 3times a week. Other is 
that, it motivates to participate regularly in sports, to perceive importance of sport participation in life. As sports participation takes 
top priority in life, the frequency of sports participation increase.























し現在の成人の週 1 回の実施率は前述のように 50％に達して
おらず、第 1 期スポーツ基本計画の目標である「できる限り
早期に、成人の週 1 回以上のスポーツ実施率が 3 人に 2 人
（65％程度）、週 3 回以上のスポーツ実施率が 3 人に 1 人（30％
程度）となること」11 は達成されていない。また平成 27 年国
民健康・栄養調査結果の概要（厚生労働省）によると、「1 回
30 分以上の運動を週 2 回以上実施し、1 年以上継続している






く、それぞれ 17.1％と 8.3％となっており、次いで 30 代となっ




ポーツ実施者の多様化を実現するには、20 ～ 30 代のスポーツ
実施率を向上させることは非常に重要なこととなり得る。
















































　調査対象者を本年度 H 大学 K 学部必修体育科目受講生とし
た。
　研究の手順は、調査協力者に本年度の 4 月および 10 月の必
修体育科目の授業において実施した新体力テストの各点数を
換算させ、それをレーダーチャート表に記載することで比較












た。運動行動変容ステージは、Prochaska and DiClementre と
Marcsus et al. が開発し、長ヶ原によって日本語版の信頼性と
妥当性が検証されている。運動行動変容に関する研究では通
常、「週 3 回以上、1 回の実施時間 20 以上」を定期的スポーツ
実施頻度として定義づけているが、スポーツ基本計画におけ
るスポーツ実施頻度の基準には週 1 回と週 3 回が含まれてい
ることを考慮し、「週 1 回以上、1 回の実施時間 20 分以上」と
































的な運動 ･ スポーツを過去 6 ヶ月以内に始めた（実行期）」「定
























1 人の時間 アルバイト 家族との
時間 









22（3.3％） 77（11.6％） 38（5.7％） 17（2.6％） 
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大変健康である まあまあ健康である どちらでもない あまり健康でない 全く健康でない 
54（8.1％） 267（40％） 186（28％） 138（20.7％） 21（3.2％） 



















123（18.5％） 142（21.3％） 153（23％） 78（11.7％） 170（25.5％） 















238（35.7％） 166（24.9％） 123（18.5％） 44（6.6％） 95（14.3％） 
表 4：現在の体力から判断する自身の健康度 
表7：セルフエフィカシー 
  大変当てはまる まあまあ当てはまる どちらでもない あまり当てはまらない 全く当てはまらない
疲労度 107（16％） 217（32.6％） 111（16.7％） 147（22.1％） 84（12.6％） 
気分 79（11.9％） 196（29.4％） 118（17.7％） 173（26％） 100（15％） 
忙しさ 51（7.6％） 105（15.8％） 131（19.7%） 226（33.9％） 153（23％） 
天候 86（12.9％） 159（23.9％） 129（19.4％） 178（26.7％） 114（17.1％） 
表3：現在の自身の体力に対する満足度 
大変満足している まあまあ満足している どちらでもない あまり満足していない 全く満足していない 












182（27.3％）  223（33.5％）  157（23.6％）  63（9.5％） 　  41（6.2％） 
施設の近さ
の重要性 268（40.2％）  268（40.2％）  95（14.3％） 　 20（3.0％）　　　 15（2.3％） 
  大変当てはまる まあまあ当てはまる どちらでもない あまり当てはまらない 全く当てはまらない
の影響を受ける
メディア露出度
の高いものを実施 27（4.1％） 88（13.2％） 255（38.3％） 172（25.8％） 124（18.6％） 
かっこよいスポ
ーツを実施したい
78（11.7％） 151（22.7％） 218（32.7％） 125（18.8％） 94（14.1％） 
目新しいスポー
ツを実施したい 
46（6.9％） 84（12.6％） 200（30.0％） 187（28.1％） 149（22.4%） 
表 10：スポーツ実施に対するニーズ 
極力安く実施し
たい 175（26.3％） 216（32.4％） 184（27.6％） 73（11.0％） 18（2.7％） 
流行のスポーツ
を実施したい 
38（5.7％） 105（15.8％） 246（36.9％） 140（21.0％） 137（20.6％） 
実施環境の雰囲気
が良いことが大切 108（16.2％） 223（33.5％） 216（32.4％） 77（11.6％） 42（6.3％） 
1 種目のみを実施 71（10.7％） 113（17.0％） 258（38.7％） 149（22.4％） 75（11.3％） 
比較して実施種
目を決定する 
67（10.1％） 170（25.5％） 258（38.7％） 111（16.7％） 60（9.0％） 
知人からのススメ
33（5.0％） 144（21.6％） 251（37.7％） 147（22.1％） 91（13.7％） 
   大変当てはまる まあまあ当てはまる どちらでもない あまり当てはまらない 全く当てはまらない
表8：スポーツ実施の目的 
健康のため 216（32.4％） 276（41.4％） 111（16.7％） 36（5.4％） 27（4.1％） 
競技力向




158（23.7％） 246（36.9％） 156（23.5％） 62（9.3％） 44（6.6％） 
ストレス
解消のため
188（28.2％） 263（39.5％） 123（18.5％） 50（7.5％） 42（6.3％） 
趣味として 187（28.1％） 249（37.4％） 127（19.1％） 56（8.4％） 47（7.1％） 





























 021. 候天：ーシカィフエフルセ ★★ 2.931 .395 ★★★ 
スポーツ実施に対するニーズ：知人の勧める
スポーツを実施 
-.141 ★★★ -4.268 -.067 ★ 
 451. 上向力技競:的目施実 ★★★ 3.643 .399 ★★★ 
 480. 度足満るす対に力体の在現 ★★ 2.603 .100 ★★ 
 170. 別性 ★ 2.166 .158 ★★★ 
生活における最優先事項：交際相手都の時間 -.071 ★ -2.198 -.042  
 390. 度労疲：ーシカィフエフルセ ★ 2.077 .422 ★★★ 
β：標準化回帰係数 ｔ：t 値 γ：相関係数 
★★★p<0.001  ★★p<0.01  ★p<0.05 
表 11：重回帰分析　運動行動変容ステージ（運動頻度：週 1 回） 
   γ t   β  
 551. さし忙：ーシカィフエフルセ ★★★ 3.525 .423 ★★★ 
 651. 味趣：的目施実 ★★★ 3.742 .408 ★★★ 
生活における最優先事項：スポーツ実施 .113 ★★ 3.432 .225 ★★★ 
 860. 別性 ★ 2.034 .142 ★★★ 
β：標準化回帰係数 ｔ：t 値 γ：相関係数 
★★★p<0.001  ★★p<0.01  ★p<0.05 
表12：重回帰分析　運動行動変容ステージ（運動頻度：週３回） 
 γ t   β    
 291. さし忙：ーシカィフエフルセ ★★★ 4.622 .418 ★★★ 
 151. 上向力技競:的目施実 ★★★ 3.507 .377 ★★★ 
 551. 候天：ーシカィフエフルセ ★★★ 3.818 .393 ★★★ 






 890. 味趣：的目施実 ★ 2.314 .356 ★★★ 





























































































































































が、これを実現するためには、20 代および 30 代に向けたマー
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